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研究成果の概要（和文）：スペイン語教育の新しい視点の導入を目指して、その指針となる『学習のめやす」策定を目
指した。すでにあるヨーロッパ言語参照枠を研究したのち、主に第２言語として学ぶ学生にとって、特に入門期にとっ
て日本語とは異なる表現形式等があることを考慮したより初歩的な内容を盛り込み必要があると考えた。なおかつ社会
、文化項目を重視することで、社会のなかでいきる人間として適切なコミュニケーションができることを目標とするこ
とも重要と考えた。特に12のテーマについて到達目標を明示することにより、評価を教師からもそして学生も共有でき
ることを目指した。

研究成果の概要（英文）：We have established guidelines for Spanish learning that reflect new perspectives 
of Spanish language education. Specifically, in applying the Common European Framework of Reference for 
Languages (CEFR) to the teaching of a second foreign language in Japan, we elaborated the introductory 
level to incorporate rudimentary language content for our beginning level students and also introduced 
sociocultural elements into the curriculum to help students be able to achieve functional communication 
in society. For this purpose, we have developed explicit objectives for twelve communication themes so 
that evaluation from teachers and students can be shared.

研究分野：スペイン語教育

キーワード： カリキュラム　学習指導案　アクティビティ　評価
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
    平成 21年度から平成 23年度までの科学
研究費科学研究補助金基盤研究（C）学習の
めやす策定の試み―大学第２外国語を考慮
して―課題番号 21520600）で整備された「ス
ペイン語学習のめやす」について、その提示
方法を巡って、様々な議論がなされた。12
のテーマについての概略の中間発表のあと、
より明確な形での提案が議論されていた。特
に、現況におけるスペイン語教育で欠けてい
る部分、必要とされることはなにかについて
多くの議論がなされていた。コミュニケーシ
ョン目標について、「話す」についてプレゼ
ンテーション、やりとりと明確にわけ、初級
レベルでどのような目標設定が必要かを議
論し、初級レベル全体の目標、また１２のテ
ーマごとに、到達目標を具体的に提示するこ
とが必要とされると考えた。さらに、外国語
活動を社会の１人の人間活動の営みと捉え、
形式や機能だけにとらわれず、特に社会言語
学要素、語用論的要素も重視した形で学習の
めやすが必要であろうと考えた。 
 
２．研究の目的 
  「学習のめやす」が単なる初学者を対象
とした学習項目の表ではなく、そこにより新
しい視点からみたスペイン語教育、外国語教
育を提唱すること、さらに到達目標を明示的
にすることで、教育、学習の目標、アクティ
ビティの意図をはっきり明示して提示し、授
業での活用ができる具体的な案を提示する
ことである。目標を明示的に提示することは、
評価についても明確な記述が可能であり、そ
れを目指すこととなった。 
 
３．研究の方法 
  月１回の「スペイン語教育研究会」での
活動を中心に、12のテーマについてそれぞれ
盛り込むべき項目等を提案し、メンバーで検
討、さらに修正という作業を一つ一つ行なっ
ていった。 活動が進むにつれ、他言語との
研究交流が活溌に行なわれ、情報交換の機会
を持ち、他言語教育の状況、方針を知ること
で、さらに修正等をおこなっていった。 
 最後に、日本人メンバーによる日本語訳の
検討、また全員で新しい視点にたった言語教
育という点も議論をおこなった。 
 
４．研究成果 
    2015 年７月に「スペイン語の学習のめ
やす」を完成させた。当初は、スペイン語で
の出版だけを考えたが、作成にあたっては他
言語、英語、フランス語、ドイツ語など他言
語教育との情報交換が必要であることを痛
感し、日本語版も掲載することで、他言語教
育からのフィードバックも受け取ることが
可能になり、2015 年度は機会があるごとに意
見交換をおこなっている。それにより、言語
を超えた活動がより活溌に行なうことが可
能になり、それぞれの言語事情を踏まえた考

察、および外国語教育全体を視野にいれた考
察もできるようになってきた。 
 また、12のテーマを設定し、それら 1つ 1
つについて、到達目標を、読解、聞き取り、
スピーキングをやり取りと発表に分けて提
示し、それが評価の基準として、学習者にも
そして教員にとっても明示的にできるよう
な配慮をほどこした。現在は、さらにテーマ
ごとのアクティビティ例作成にむけて活動
が続けられている。 
 提示においては、従来の文法シラバス、機
能シラバスからの問題点等も考慮すること
により、中心的な項目を社会文化的な要素、
語用論からの分野と考え、それを出発点とし
て、言語機能、必要とする語彙、文法項目の
順に配置することで、言語の学びが単なる言
語形式のみの習得でないことを強調する姿
勢を強調した。さらに、テーマごとに具体的
な言語例を示すことによって、従来の文法シ
ラバス等に基づいた教育法においても利用
が可能となるような配慮をしている。同じよ
うな意図から、巻末に項目ごと（社会文化項
目、語用論的要素、言語機能、文法、語彙）
の索引をおいた。 
 最後に次の研究に繋がるように、1 つのテ
ーマを取り上げ、社会文化項目を出発点にし
たアクティビティはどのようなものか議論
し、例示することにより、次の研究課題への
橋渡しとした。 
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